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⑹　 大室古墳群にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 大室古墳群は、 松代町大室を中

心に分布する５ 世紀前半から ８ 世

紀にかけて築造さ れた約500基も

の古墳がある東日本最大級の大規

模古墳群である。

　 大室の古墳を記し た史料は、 松

代城下と 周辺の地理や社寺縁起等

を 記し た『 つち く れ鑑』（ 落合保

考（ 18世紀前半））が最古と いわれ

る。 また、 慶応年間に寸竜によっ

て著さ れた『 松栄風土記』に「 大室

塚穴（ 百余ケ 所）」と 記さ れて お

り 、 多く の古墳があるこ と が紹介

さ れている。

　 松代町大室で は住民が主体と

なっ て古墳の調査や保存活動が長く 行われてき て

おり 、 大室史
し

蹟
せ き

保存会が昭和４ 年（ 1929）に建て

た「 史
し

蹟
せ き

名勝大室古墳ノ 聚落入口」と 記さ れている

石碑が集落内に残っ ている。 多く の住民が石碑の

あるこ と を知っ ており 、 また、 石碑が欠損なく 残

り 、 そこ に刻まれた文字から も 歴史資産を守り 、

伝えてき た住民の誇り や自信をう かがい知るこ と

ができ る。

イ 　 記念物

　（ ア）　 大室古墳群（ 史跡）

　  　 古墳は、 千曲川の南側の山塊から のびる３ つ

　 の尾根と 、 それら に挟まれた２ つの谷の標高

　 350メ ート ルから 700メ ート ルまでの約2.5キロ

　 メ ート ル四方の範囲に分布し 、 東から 北
き た

山
や ま

、 大
お お

室
む ろ

谷
だ に

、 霞
か

城
じ ょ う

、 北
き た

谷
だ に

、 金
か な

井
い

山
や ま

の５ つの支

　 群で構成さ れる。 古墳の分布は、 尾根部にある北
き た

山
や ま

、 霞
か

城
じ ょ う

、 金
か な

井
い

山
や ま

支群の約50基に

『 松栄風土記』（ 慶応年間）

下は、 大室古墳群の記載箇所

大室史蹟保存会が

昭和４ 年（ 1929）に建てた石碑
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　 対し 、 ９ 割近い約450基が谷部の大
お お

室
む ろ

谷
だ に

と 北
き た

谷
だ に

　 支群にあり 、 谷部が選地さ れる特性が見ら れる。

　  　 大室古墳群は、 長年の調査に基づく 特色や学

　 術的意義が認めら れ、 北
き た

山
や ま

、 大
お お

室
む ろ

谷
だ に

、 霞
か

城
じ ょ う

、

　 北
き た

谷
だ に

、 金
か な

井
い

山
や ま

の５ つの支群のう ち 最大規模の

　 大
お お

室
む ろ

谷
だ に

支群が、 平成９ 年（ 1997）７ 月28日に史

　 跡に指定さ れている。

　 　 ａ 　 特　 徴

　 　  　 本古墳群には、 大規模に加えて２ つの特徴

　 　 がある。

　 　  　 １ つ 目は、 石を 積み上げ て 墳丘と し た

　 　 積
つ み

石
い し

塚
づ か

の古墳が、 全体の７ 割から ８ 割を占め

　 　 ている こ と で ある。 国内で極めて稀である

　 　 積
つ み

石
い し

塚
づ か

が、 こ れだけ多く 密集する古墳群は他に例がない。

　 　  　 ２ つ目は、 古墳時代中期前半代（ ５ 世紀前半）に合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

と 呼ばれる特異な構造

　 　 の埋葬施設を構築し た古墳があるこ と である。 箱形石棺様の下部構造に板状の石を

　 　 三角形の切妻屋根型に組み合わせて天井と し た合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

は、 全国で40例ほどあ

　 　 る う ち25基が大室古墳群に あ る。 さ ら に、 大室古墳群で は合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

が必ず

　 　 積
つ み

石
い し

塚
づ か

に構築さ れており 、 両者の密接な関連がう かがえる点は、 他の古墳群に見ら

　 　 れない特性である。

　 　 ｂ 　 出土遺物

　 　  　 出土遺物は、 土
は

師
じ

器
き

、 須
す

恵
え

器
き

の土器類、 埴輪、 鏡（ 珠文鏡）、 鋲
びょ う

留
ど め

短
た ん

甲
こ う

や挂
け い

甲
こ う

等の

　 　 武具類、 直刀や鉄鏃等の武器類、 馬具類、 刀
と う

子
す

等の工具類、 玉類、 馬骨等があり 、

　 　 中でも 馬具類が多い。

　 　  　 馬具、 馬骨、 馬形土製品等の馬に関連する出土遺物の多さ は、 本古墳群の被葬者

　 　 が古代の馬匹生産と 関わり があるこ と を示唆

　 　 し 、 平安時代の『 延喜式』の信濃十六牧のひと つ

　 　 大室牧の前身と の関連が指摘さ れている。

　 　  　 また、 積
つ み

石
い し

塚
づ か

と 合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

の系譜について

　 　 は、 朝鮮半島の墓制と 関連さ せる学説も あり 、

　 　 馬匹生産と の関連から も 渡来系集団が深く 関わ

　 　 り を持っ ていた可能性が想定さ れている。

大室古墳群遠景

馬形土製品
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ウ　 活　 動

　（ ア）　 住民主体の活動

　 　 松代町大室では、 住民による古墳の調査や保存活動が長く 行われてき た。

　 　 ａ 　 大室史
し

蹟
せ き

保存会の活動

　 　  　 大正時代初期に大室史
し

蹟
せ き

保存会が発足し 、 住民の手で保存活動がはじ めら れた。

　 　 大正15年（ 1926）に大室史蹟保存会が中心と なり 分布調査を行い、 265基の古墳を確

　 　 認し 、『 寺尾村大室古墳聚落分布略図』を作成し た。

　 　  　 こ れまで漠然と 100有余の古墳があると さ れていた大室古墳群に関し 、 住民の手

　 　 により 具体的な古墳数と 分布状況が明ら かになっ た。

　 　  　 し かし 、 こ う し た大室史
し

蹟
せ き

保存会の精力的な活動は、 太平洋戦争へ向かう 中で停

　 　 滞を余儀なく さ れた。

『 寺尾村大室古墳聚落分布略図』（ 大正15年（ 1926））
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　 　 ｂ 　 調査活動の再開

　 　  　 終戦直後の昭和24年（ 1949）から 、 地元の寺尾中学校に在籍し た栗林紀道氏を責

　 　 任者と し て、 本格的な分布調査、 台帳作成がはじ まっ た。

　 　  　 第１ 回の調査は、 中学校が夏休み中の昭和24年（ 1949）８ 月３ 日から ９ 日まで行

　 　 われた。 終戦直後の物資が不足する中で、 衣服や靴がすぐ に擦り 切れ、 手足から

　 　 血を流し ながら も 寺尾中学校の生徒110人が交代で山の中を横一列に並んで古墳を

　 　 探し 回っ た。

　 　  　 昭和27年（ 1952）まで毎年続けら れたこ の調査によっ て、 新たな古墳が次々と 発

　 　 見さ れ、 大正時代作成の『 寺尾村大室古墳聚落分布略図』で265基であっ た古墳の総

　 　 数は、 501基と なっ た。 全501基について、 位置を示し た大室古墳群分布図及び、

　 　 古墳の現状、 所在地、 所有者、 構造等を記載し た古墳調査表が作成さ れて学術的な

　 　 基礎データ が整えら れた。 現在の古墳の番号は、 こ のと き の調査成果を使用し てい

　 　 る。

　 　  　 昭和26年（ 1951）に明治大学の後藤守一教授の指導の下
も と

、 学生、 大室古墳保存会

　 　 会員、 寺尾村男女青年団員、 学校職員、 村民有志が参加し 、 本格的な古墳の発掘調

　 　 査、 測量が行われた。

調査に向かう 一行（ 昭和26年（ 1951））

前列右端　 　 　 　 　 栗林紀道氏

前列右から 二人目　 後藤守一教授

前列左端　 　 　 　 　 大塚初重助手

大室古墳調査の案内通知

（ 昭和26年（ 1951））
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　 　  　 調査の主催や参加者に大室古墳保存会の名が見ら れ、 栗林氏を中心と する分布調

　 　 査が始まる中で、 大室史
し

蹟
せ き

保存会が戦後の新たな機運の中で再発足し たも のと 見ら

　 　 れている。 また、 こ の調査の指導を後藤教授に依頼し た背景には、 教授の夫人が大

　 　 室出身であるこ と と 深い関わり があり 、 大室古墳保存会の働き かけがあっ て成し 得

　 　 たも のであっ た。

　 　  　 調査は、 大
お お

室
む ろ

谷
だ に

支群107号墳、 北
き た

谷
だ に

支群358号墳の発掘調査等、 16基の古墳で行

　 　 われた。 それまでに調査さ れた古墳は、 埴
は に

科
し な

教育会が大正12年（ 1923）から 大正13

　 　 年（ 1924）まで行っ た３ 基に過ぎなかっ たが、 16基も の古墳の調査により 、 同時に

　 　 進む栗林氏を中心と する調査と 合わせて大室古墳群に関する新たな知見が、 次々と

　 　 集積さ れた。 大室古墳保存会員は、 自ら の手で保存し てき た古墳により 地元の歴史

　 　 が明ら かと なっ ていく 過程を目の当たり にし 、 保存の意識がさ ら に高まっ ていっ た。

古墳調査表（ 昭和27年（ 1952））
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大室古墳群分布図（ 昭和27年（ 1952））

　 　 ｃ 　 古墳監視委員会の発足

　 　  　 昭和30年代以降、 全国各地で庭石への転用等を目的と し た古墳石室石材の搬出

　 　 が見ら れ、 大室古墳群も 例外でなかっ た。 主に羨道部の石材の引き 抜き が頻発し 、

　 　 こ う し た事態を拡大さ せないために、 昭和40年（ 1965）に古墳監視委員会が設立さ

　 　 れた。

　 　  　 監視委員会は、 それまでの大室古墳保存会に代わり 設置さ れ、 大室区長を代表者

　 　 と する住民組織であっ た。 石材転用による古墳の破壊を目の当たり にし ながら も 、

　 　 公の立場から 古墳保護を訴える組織がないこ と への住民の危機意識が、 大室古墳保

　 　 存会の継続でなく 、 古墳監視委員会と いう 新たな組織への改編、 発足を選択さ せる

　 　 こ と になっ た。 地域と し て古墳の破壊をこ れ以上認めない強い姿勢が監視と いう 名

　 　 称に表れているよう に、 監視委員会の活動は、 不必要な破壊を防止する古墳保護に

　 　 特化し ていた。

　 　  　 し かし ながら 、 昭和45年（ 1970）から 昭和55年（ 1980）までにかけて長野市教育委

　 　 員会が駒澤大学考古学研究室に委託し た調査に当たり 、 以前は大室史
し

蹟
せ き

保存会や大

　 　 室古墳保存会であっ た地域と の窓口の役割を古墳監視委員会が担っ ており 、 監視委

　 　 員会は、 古墳保護に特化し ながら も 保存活動の流れを受け継いでいるこ と がう かが

　 　 える。
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　 　 ｄ 　 大室古墳群保存会の発足

　 　  　 その後、 石材転用を目的と し た古墳の破壊が見ら れなく なっ たこ と や分布調査が

　 　 終了し たこ と から 、 大室古墳群の保護に加えて環境整備や啓発などの保存活動をさ

　 　 ら に推進するために、 昭和56年（ 1981）に古墳監視委員会を発展的に解消し て大室

　 　 古墳群保存会が発足し た。 保存会の会員約120人により 、 古墳の見回り や清掃活動

　 　 に加え、 勉強会や先進地視察、 見学会などの活動が展開さ れるよう になっ た。 発足

　 　 以来、 古墳群での年２ 回の雑草木の除去や伐採を欠かさ ずに実施するなど、 啓発や

　 　 保存活動を続けている。

　 　  　 栗林氏と と も に調査に参加し た方々、 また、 当時中学生と し て栗林氏と 共に山中

　 　 を歩き 回っ た方々が歴代の保存会長に名を連ねており 、 古墳を保存する意識が連綿

　 　 と 受け継がれてき たこ と がわかる。

　 　 ｅ 　 史跡指定

　 　  　 昭和59年（ 1984）から 平成８ 年（ 1996）まで13年間、 大
お お

室
む ろ

古墳群大
お お

室
む ろ

谷
だ に

支群におい

　 　 て明治大学考古学研究室が、 継続的に学術調査を実施し た。 調査を指導し たのは、

　 　 昭和26年（ 1951）の発掘調査に助手と し て参加し ていた明治大学の大塚初重教授で

　 　 あっ た。 大塚教授は、 昭和26年（ 1951）の調査成果を基にし て検討課題を究明する

　 　 ために大室古墳群を研究フ ィ ールド と し ていた。

　 　  　 こ の頃の大室古墳群保存会の主要な会員は、 昭和26年（ 1951）に大塚教授と と も

　 　 に発掘調査に参加し た方々であり 、 調査対象になる古墳の地権者から の同意の取り

　 　 付けや古墳の草刈り 等を担う など調査を全面的に支援し ていた。

　 　  　 こ の調査によっ て大室古墳群の特徴である合
が っ

掌
し ょ う

形
が た

石
せ き

室
し つ

や積
つ み

石
い し

塚
づ か

古墳について、 特

　 　 に古墳群の形成初期に関し て不明であっ た点が次々と 明ら かになり 、 大室古墳群の

　 　 学術的な重要性が高まっ た。 大正期、 昭和20年代から 続く 住民主体の分布調査や

　 　 保存活動が引き継がれてき た成果が、 平成９ 年（ 1997）の史跡指定に結び付いた。
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大室古墳群にかかわる 住民活動あゆみ

主な出来事

大
正

・ 大正15年（ 1926） 『 寺尾村大室古墳群聚落分布図』

昭
和

・ 太平洋戦争による活動停滞

・ 昭和24年（ 1949）

・ 昭和26年（ 1951）

・ 昭和27年（ 1952）

・ 昭和30年代

・ 昭和40年（ 1965）

・ 昭和45年（ 1970）

・ 昭和56年（ 1981）

・ 昭和59年（ 1984）

寺尾中学校栗林氏による分布調査、

台帳作成（ 昭和27年（ 1952）まで）

明治大学後藤教授による調査

大室古墳群分布図の作成

石室石材の引き 抜き が頻発

古墳監視委員会の発足

駒澤大学による調査

（ 昭和55年（ 1980）まで）

大室古墳群保存会の発足

明治大学の学術調査

（ 平成８ 年（ 1996）まで）

平
成

・ 平成９ 年（ 1997）

・ 平成10年（ 1998）

・ 平成14年（ 2002）

史跡指定

明治大学の発掘調査

（ 平成17年（ 2005）まで）

ガイ ダンス施設開館

令
和

大
室
史
蹟
保
存
会

大
室
古
墳
保
存
会

古
墳
監
視
委
員
会

大
室
古
墳
群
保
存
会

　
古
墳
の
見
回
り
、

　
清
掃
な
ど

大室古墳館協力会

によるガイ ダンス施設の

管理、 運営
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大室古墳群の分布図

エ　 まと め

　 平成10年（ 1998）から 大室古墳群の史跡整備事業が、 指定範囲の16.3ヘク タ ールを ７

つのゾーンに分け、 まず史跡入口部に当たるエント ラ ンスゾーンと 施設整備ゾーンから

始まっ た。

　 施設整備ゾーン では、 平成14年（ 2002）７ 月７ 日に史跡大室古墳群のガイ ダン ス施設

の大室古墳館が開館し た。 施設の管理、 運営は、 大室古墳群保存会と 別に地域住民が設

立し た大室古墳館協力会が担っ ている。

　 エン ト ラ ン スゾーン では、 平成10年（ 1998）から 平成17年（ 2005）までにかけて、 明治

大学考古学研究室の協力を 得ながら ゾーン 内23基の古墳の発掘調査が行われた。 こ の

調査成果に基づき、 桑の段々畑の除去や、 植林さ れた杉の伐採をし 、 古墳築造時の地形

凡　 例

　 　 史跡範囲

177



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

と 景観を復元する保存修理を実施し た。 また、 エント ラ ンスゾーンの整備が進む中、 一

部の都道府県で絶滅危惧種に指定さ れており 、 本市内でも ほと んど自生が見ら れないナ

ベナ（ 鍋菜）が確認さ れたため、 協力会が、 地域にみら れる山野草の植栽等を行う よう に

なっ た。 こ のよう に古墳を取り 巻く 環境を保全し 、 歴史的景観や自然環境を体感でき る

整備を進めてき ており 、 毎年のよう に小学校の社会科見学、 高校の社会科授業、 大学の

研究室の遺跡踏査などで児童生徒や学生が大室古墳群を訪れている。

　 また、 大室古墳群保存会や地域住民が中心の実行委員会を組織し て大室古墳まつり を

開催し ており 、 火おこ し や勾
ま が

玉
た ま

づく り などの体験をと おし て大室古墳群を次世代へ引き

継いでいこ う と する活動が行われている。

　 こ のよう に100年に及ぶ大室古墳群の保存活動は、 地域住民のアイ デンティ ティ を 形

づく る重要な要素と なっ ている。 大室古墳群を保存し 、 活用し ていく 住民の活動は、 地

域固有の歴史ある営みと し て、 今後も 維持さ れ、 継承さ れるべき歴史的風致である。

大室古墳群まつり の様子

大室古墳館 小学校社会科見学の様子
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大室古墳群にみる 歴史的風致の範囲（ S= 1/25,000）

 

ｰ 208 ｰ

詳細 F　S=1/30,000

高井大室神社

名立神社

町川田神社

旧本陣 ( 西澤家 )

清水寺
西楽寺

大信寺
離山神社

北村家

大鋒寺真田信之霊屋

旧白井家

大室古墳群

真田邸

旧文武学校

真田信重霊屋

国指定文化財

県指定文化財

市指定文化財

登録有形文化財

寺社建造物等

重点区域

凡例

※美術工芸品、 無形文化財、
　 民俗文化財を 除く

伝統環境保存区域

北国街道松代道

国指定史跡

ｰ 208 ｰ

詳細 F　S=1/30,000

高井大室神社

名立神社

町川田神社

旧本陣 ( 西澤家 )

北村家

大鋒寺真田信之霊屋

大室古墳群

国指定文化財

県指定文化財

市指定文化財

登録有形文化財

寺社建造物等

凡例

※美術工芸品、 無形文化財、
　 民俗文化財を除く

北国街道松代道

国指定史跡

松代城址

真田邸

旧横田家住宅

旧文武学校
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